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(54)【発明の名称】 超音波により運動する物体を検査する方法

(57)【要約】        （修正有）
【課題】  運動する物体の運動経過及び診断においてと
くに運動経過の変化を、検出でき、かつ表示することが
できる方法を提供する。
【解決手段】  超音波により運動する物体を検査する際
に、物体は、１つの断面平面だけに調節された超音波断
面画像ユニットによって走査される。連続する断面画像
走査から得られる信号は、メモリにおいて仮想の３次元
データブロックに変換され、その際、第３の次元は、連
続して撮影される断面画像の間の時間間隔から得られ
る。記憶されたデータブロックから問合わせユニットを
介して、このデータ直方体による断面面又は断面軸線
に、又は信号判定基準にしたがって、データが問合わさ
れ、かつ少なくとも１つの表示ユニット上に断面画像、
運動曲線、高く又は低くずれた又はアキソノメトリック
に表示される曲線群の形に、又は３次元的な印象を引起
こす画像として表示される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  物体が、超音波断面画像ユニットによっ
て走査され、かつ発生された断面画像が、メモリユニッ
ト内に記憶される、超音波により運動する物体を検査す
る際に運動経過を表示する方法において、
－断面画像ユニットが、１つだけの断面平面に調節さ
れ、
－連続する断面画像走査から得られる信号が、仮想の３
次元データブロックに変換され、その際、第３の次元
が、連続して撮影される断面画像の間の所定の又は選択
可能な時間間隔から得られ、かつ
－記憶されたデータブロックから１つ又は複数の問合わ
せユニットを介して、設定可能な判定基準、すなわちこ
のデータ直方体による断面面又は断面軸線にしたがっ
て、又は信号判定基準にしたがって、データが問合わさ
れ、かつ少なくとも１つの表示ユニット上に断面画像、
運動曲線、空間的な印象を呼起こす場合によっては高く
又は低くずれた又はアキソノメトリックに表示される曲
線群の形に、又は３次元的な印象を引起こす画像として
表示されることを特徴とする、超音波により運動する物
体を検査する際に運動経過を表示する方法。
【請求項２】  現在の検査にとって興味のない物体の範
囲からの不所望な信号、又は表示を妨害するその他の信
号が、記憶又は表示から手動で又は自動的に排除される
ことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】  同時に表示ユニットに、実際に撮影され
た断面画像のうちの１つ、データ直方体により選択可能
な断面面にしたがって再構成された少なくとも１つの切
断画像、及び３次元的な印象を呼起こす画像が表示さ
れ、かつ画像相互の実際の相対位置が、マーキングによ
って示されることを特徴とする、請求項１又は２に記載
の方法。
【請求項４】  ３次元的な印象を呼起こす画像の表示の
ために、物体の選択可能な表面又は反射面の信号、選択
可能な強さの信号、例えばデータ直方体内に記憶された
最も強い及び／又はもっとも弱い信号が選択され、又は
データ直方体が、透明な物体として表示され、かつ又は
又はこれらの判定基準の混合にしたがって表示が行なわ
れることを特徴とする、請求項１ないし３の１つに記載
の方法。
【請求項５】  ３次元的な印象を呼起こす画像が、窪み
画像として表示されることを特徴とする、請求項１ない
し４の１つに記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、物体が、超音波断
面画像ユニットによって走査され、かつ発生された断面
画像が、メモリユニット内に記憶される、超音波により
運動する物体を検査する際に運動経過を表示する方法に
関する。
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【０００２】
【従来の技術】超音波検査を行い及び検査から得られた
信号を表示ユニット、とくに画像スクリーンに表示する
技術的に種々の方法が、それ自体周知である。運動経過
の表示のために、いわゆるＭ画像技術がもっとも簡単な
方法である。ここでは検査すべき物体は、動かない対象
物のＡ画像撮影の際のように音響ビームによって走査さ
れ、かつ動く物体から得られたエコーは、時間に関する
曲線として表示される。心臓検査の際、この技術は、
“超音波心臓運動表（ＵｋＧ）”という名称でも周知で
ある。曲線内にそれぞれの運動が表示され、その際、心
臓表面の表示と心臓弁運動の表示との間において時間の
絞りによって区別することができる。それに対して補充
的に例えばローパスフィルタ又は演算増幅器を介したエ
コー信号の処理によって、例えば心臓弁騒音の音響的な
表示も得ることができる。
【０００３】通常の簡単な断面画像表示の際、個々の走
査サイクルの相応して高い周波数の際に、物体の運動
は、直接画像スクリーンにおいて観察することができ
る。その際、時間的に連続して撮影される一連の断面画
像の記憶も周知である。この画像系列の自動的な再生
は、フィルムモードとも称する。その際、一層長い走査
過程において常に、最後に撮影された断面画像がメモリ
内に保持されるので、走査過程の終了後に、これらの最
後に撮影された画像は、順に又は任意の様式で個々に及
び順に、表示のために呼出すことができる。しかし“Ｂ
画像”なる名称でも周知のそれぞれの個別画像は、瞬間
撮影をなしているだけなので、－運動する断面画像の観
察の際と同様に－診断の精度は、検査の能力と観察力に
依存してる。
【０００４】最後に例えばオーストリア特許３５８１５
５号明細書に記載されたように、検査すべき物体の全容
積範囲をいわゆる３Ｄ超音波センサによって走査し、得
られた信号を適正位置において３Ｄメモリに記憶し、か
つそれから選択的に記憶されたデータから任意の断面平
面にしたがって断面画像をそれぞれの物体により構成す
ることが公知である。さらに相応する評価論理を利用し
て所定の反射範囲を選択することによって、検査される
物体の又は検査される物体の範囲の３次元的な画像を呼
出し、かつ表示することもでき、その際、別の論理を利
用して、物体を表示において回転し、又はさもなければ
その位置について変更するという可能性も存在する。３
Ｄメモリに記録されたデータブロックは、ここでは物体
の種々の範囲により順に導かれるＢ画像の相対位置によ
って実際に３次元的に定義されており、その際、それぞ
れのＢ画像は、物体の別の範囲を含んでいる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】本発明の課題は、運動
する物体の運動経過及び診断においてとくに運動経過の
変化を、見やすいかつわかりやすい様式で検出でき、か
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つ表示することができる、新しい方法を提供することに
ある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】設定された課題は、初め
に挙げた方法において次のようにして解決される。すな
わち－断面画像ユニットが、１つだけの断面平面に調節
され、－連続する断面画像走査から得られる信号が、仮
想の３次元データブロックに変換され、その際、第３の
次元が、連続して撮影される断面画像の間の所定の又は
選択可能な時間間隔から得られ、かつ－記憶されたデー
タブロックから１つ又は複数の問合わせユニットを介し
て、設定可能な判定基準、すなわちこのデータ直方体に
よる断面面又は断面軸線にしたがって、又は信号判定基
準にしたがって、データが問合わされ、かつ少なくとも
１つの表示ユニット上に断面画像、運動構造、空間的な
印象を呼起こす場合によっては高く又は低くずれた又は
アキソノメトリック（ａｘｏｎｏｍｅｔｒｉｓｃｈ）に
表示される曲線群の形に、又は３次元的な印象を引起こ
す画像として表示される。
【０００７】Ｍモード法におけるように、走査される音
波を送出しかつ反射したエコー信号を受信する音響ヘッ
ドは、物体に関して変化しない。しかしいわゆるＢ画像
機構又は多要素音響ヘッドも利用して、超音波線だけで
なく、Ｂ画像に相当する完全な断面画像が得られる。し
かし同じ物体範囲から順に得られる断面画像から、３次
元的なデータブロックが得られ、その際、第３の次元
は、周知の３Ｄ走査の際のように走査平面に対して横向
きの音響ヘッドの移動によるものではなく、同じ範囲か
ら出る２つのＢ画像の間の時間によって決められる。そ
れぞれ個々の断面画像は、別の時間における物体を示し
ている。この時、データブロックから任意に選択された
断面平面にしたがってＢ画像自体からは明らかではない
ような断面画像表示が導き出される。ここではとりわけ
初めに挙げたオーストリア特許第３５８１５５号明細書
に記載された可能性も参照するが、その際、常に、記憶
の第３の次元が空間座標に変換された時間座標であるこ
とを考慮する。撮影時間内における検査される物体の点
の移動は、同様に表示することができ、かつＭモードに
相当する曲線画像、例えば心臓検査の際に相応する心臓
範囲によるＵｋＧ導き出しを与える。個々の画像から表
面線、例えば心臓弁の表面輪郭を選び出し、かつ連続す
る曲線群におけるその運動を表示する場合、３次元的な
表示が得られ、その中に容易に、空間的に現われる山脈
における高所又は先端によって運動経過の偏差が、観察
者によって検出でき、その際、観察者は、それから偏差
が現われるそれぞれの断面画像を検査する。
【０００８】本発明による方法の別の実現の際、表示を
改善し又は容易にするために、超音波技術において部分
的に周知の追加的な処置を設定することができる。例え
ば現在の検査にとって興味のない物体の範囲からの不所
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望な信号、又は表示を妨害するその他の信号が、記憶又
は表示から手動で又は自動的に排除される場合、表示の
明瞭度が改善される。その際、メモリ容積、メモリ時間
及び問合わせ時間も節約することができる。
【０００９】医者による実際の使用のためにとくに適し
た方法は、次のような特徴を有する。すなわち同時に表
示ユニットに、実際に撮影された断面画像のうちの１
つ、データ直方体により選択可能な断面面にしたがって
再構成された少なくとも１つの切断画像、及び３次元的
な印象を呼起こす画像が表示され、かつ画像相互の実際
の相対位置が、マーキングによって示される。その際、
表示された通常のＢ画像において、仮想の断面平面又は
ＵｋＧ表示のための走査ビーム等の位置は、マーキング
によって示され、その際、医者は、不規則性の生じた時
点にわたる通常のＢ画像を呼出す可能性も有する。
【００１０】別の可能性によれば、３次元的な印象を呼
起こす画像の表示のために、物体の選択可能な表面又は
反射面の信号物体の選択可能な表面又は反射面の信号、
選択可能な強さの信号、例えばデータ直方体内に記憶さ
れた最も強い及び／又はもっとも弱い信号が選択され、
又はデータ直方体が、透明な物体として表示され、かつ
又は又はこれらの判定基準の混合にしたがって表示が行
なわれることが考慮されている。その際、３次元的な印
象を呼起こす画像は、窪み画像として表示することがで
きる。
【００１１】
【発明の実施の形態】本発明の対象のそれ以上の詳細及
び利点は、次の図面の説明から明らかである。図面に
は、本発明の対象が、例として示されている。
【００１２】図１によれば、Ｂ画像の発生に適した走査
ユニット１は、送信機受信機２に接続されている。この
送信機受信機２に３Ｄメモリが接続されており、その中
に時間的に連続した個々のＢ画像、又はその構成のため
に使われる信号、又はこれらのＢ画像から選択された信
号も、時間的な連続に相応してアドレス制御可能に記憶
される。後の表示のためにメモリの問合わせのため、ア
ドレス制御ユニット４が設けられており、このアドレス
制御ユニットは、任意の空間座標を、例えば断面平面又
は断面面を、記憶された仮想の３Ｄ容積、貫通線等によ
って計算することができ、又はプログラミングユニット
を介して相応する計算に設定される。後置のセグメント
化ユニット５は、視覚化のために妨害となるエコー信号
を取り除くことを可能にし、その際、ここにおいて再び
自動的なセグメント化又はセグメント化ユニット５の手
動調節も可能である。４、５によってメモリ３から読み
出されたデータは、データ処理ユニット６に供給され、
このデータ処理ユニットは、アドレス制御された信号を
評価し、かつ表示のために表示ユニット７に供給する。
アドレス制御ユニット４は、それ自体定置のままである
が物体の移動する運動位相を検出するＢ画像の移動速度
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の本発明による過程により、時間座標、時間又は速度定
数を空間座標に変換することができなければならない。
撮影状況に基づいて、エコー構造又はその信号がデータ
直方体にして記憶されており、これらのデータ直方体
が、物体の興味ある部分の運動の視覚化を妨害すること
があることが可能である。例えば表面として心臓弁の運
動を表示しようとするとき、視覚化方向において心臓弁
の前にある心臓構造が、弁の表示自体に影響を及ぼす。
セグメント化ユニット５を介して、このような不所望な
エコー構造は、視覚化プロセスから排除される。手動に
よる方法において適用者は、排除すべき範囲をマークす
る。しかし自動的な方法も可能であり、これらの方法
は、例えば所望の物体又は物体範囲の表面をマークし、
したがって前にあるエコー構造を視覚化から排除する。
【００１３】データ処理ユニット６は、走査ビームに沿
った一連のエコーから画像の画点を計算し、このこと
は、観察者に物体の３次元的な印象を伝えるようにす
る。
【００１４】図２は、これに関連して簡単化した表示
で、心臓弁の運動を示しており、この心臓弁は、不動作
位置から出発して急速に開き、ゆっくりと閉じ、かつ次
の心臓サイクルがスタートするまで不動作位置に留ま
り、その際、個々のＢ画像からなる曲線は、メモリ時間
空間の間に図示された山脈になるように補充され、かつ
この山脈列の経過における形状変化は、誤機能の逆推論
を可能にし、又はそれ以上の検査のためのきっかけを与
える。
【００１５】本発明による方法の有利な実現の際に、デ
ータ処理ユニットにおいて、表面を検出するか、又はデ
ータブロックを透明な物体として表示することを引起こ
すアルゴリズムが利用される。走査ビームに沿って最も
強い又はもっとも弱いエコーも表示することができる。
【００１６】表示ユニット７は、有利な形において画像*
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*スクリーン（図３）である。ここでは本発明による方法
にしたがって種々の導き出しによって得られる表示であ
るが、超音波検査からその他の表示も、異なった表示フ
ォーマットで表示することができる。本実施例におい
て、画像スクリーンは４つの象限に分割される。第１象
限に走査の際に１によって得られる画像が表示される。
このＢ画像マーキング９、１０が混入され、これらのマ
ーキングは、Ｍ画像走査の際の音響ビームの位置を再現
している。マーキング９からフィールド１１に、実際に
１つの心臓弁及び後側の心臓壁のＵｋＧに相当する２つ
の曲線列が導き出される。フィールド１２による表示
は、マーキング１０による導き出しに相当し、かつ最後
に最後のフィールド１３になお図２による３次元的な図
が混入されている。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による方法を実施する際に利用される検
査装置の簡単化したブロック回路図である。
【図２】可能な表示様式を説明するため、それぞれ１つ
の端から端まで延びた線が所定の時間内の心臓弁運動
を、かつ次のほぼ平行な線が次の時間内の運動を示し、
一連の心臓サイクルにわたる３次元的な図の形で曲線群
から得られる心臓弁の運動経過を示す図である。
【図３】画像スクリーン上に本発明による方法による超
音波検査の結果を表示することができることを示す略図
である。
【符号の説明】
１  走査ユニット
２  送信機受信機
３  ３Ｄメモリ
４  アドレス制御ユニット
５  セグメント化ユニット
６  データ処理ユニット
７  表示ユニット

【図１】
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